
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（上小地域） 

平成 27年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 美ヶ原高原タイムラプス事業 

事業主体 

（連絡先） 

美ヶ原高原タイムラプス実行委員会 

（事務局：美ヶ原高原美術館内  住所：上田市武石上本入美ヶ原高原） 

事業区分 （6）ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,719,230 円（うち支援金：2,005,000 円） 

 

① 「タイムラプスの聖地」の確立 

② SNSを活用した美ヶ原高原 PR 

③ 観光客の増加 

 

※自己評価【 B 】 

【ワークショップ撮影会の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 ワークショップやコンテスト開催により、多くの動画が

SNSにアップされ、PR効果が出始めた。特に「星のき

れいなスポット」としての知名度が上がり、天文誌、旅

行雑誌などにも紹介された。 

高原の宿泊者数も前年比 10％増となり「星空」への関心

が高まった。 

美ヶ原高原は「星空」や「夜景」、「雲海」などタイムラ

プス撮影素材が揃った撮影適地である。この恵まれた環

境を生かし、タイムラプスを活用した観光 PRを行い、

観光振興、地域発展を図った。 

① 美ヶ原高原タイムラプスワークショップ開催 

（1）5月 22日(金)～24日(日)  2泊 3日 

（2）9月 11日(金)～13日(日)  2泊 3日 

② 美ヶ原高原タイムラプスムービーコンテスト開催 

募集期間：5月 11日～10月 31日 

③ タイムラプス案内人の育成 

引き続きタイムラプス撮影の適地であることを周知する 

ため、ワークショップ、コンテストを開催していく。 

また、現地スタッフがタイムラプス撮影指導できるよう 

地域住民の方も含め人材育成を行うと共に、タイムラプ 

ス撮影に必要な機材を揃えていく。 

美ヶ原高原以外にも周辺の宿泊地とタイアップした 

星空観察会や地元小学生向け星空観察会などにも取り組 

みたい。 

 

【理由】 

プロカメラマンを呼んだワークシ

ョップの開催、コンテストの開催

により、多くのタイムラプス動画

が SNSにアップされ、知名度が上

がった。次回開催の問い合わせも 

増えている。 


